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催
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鉄
道
関
連
労
は
、
一
〇
月
三
〇
日
第
四
八

回
定
期
総
会
を
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新
橋
汐
留
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に
よ

り
、
出
席
代
議
員
も
各
組
合
一
名
と
時
間
短
縮

の
中
で
の
総
会
で
、
鎌
田
事
務
局
長
の
開
会
あ

い
さ
つ
で
始
ま
り
、
松
川
議
長
か
ら
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
各
加
盟
組
合
の
取
り
組
み
な
ど
は
も

と
よ
り
、
鉄
道
関
連
労
と
し
て
の
活
動
も
延
期

ま
た
は
中
止
と
い
う
事
態
の
中
、
引
き
続
き
、

感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
鉄
道
関
連
労
は
、
鉄
道
関
連
企
業
に
働
く

労
働
者
の
団
結
と
共
同
行
動
を
目
標
に
、「
友

愛
と
信
義
」
を
基
軸
に
、
鉄
道
関
連
労
働
者
の

組
織
化
を
図
り
、
加
盟
組
合
の
連
携
・
連
帯
を

☆ 

春
闘
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

☆ 

加
入
呼
び
か
け
ポ
ス
タ
ー

32才

59才

☆歓迎☆
国労加入

神奈川地区本部
新鶴見機関区分会

上野支部
我孫子・金町

保線技術センター分会

20

1

11

12

付

付

一
九
四
七
年
に
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た

日
で
あ
り
、
改
憲
の
動
き
を
具
体
化
し
よ
う

と
す
る
菅
首
相
に
対
し
、
世
界
に
誇
る
べ
き

平
和
憲
法
を
高
ら
か
に
掲
げ
、「
安
倍
政
治
」

で
疲
弊
し
た
国
民
生
活
を
取
り
戻
し
、
憲
法

を
暮
ら
し
に
生
か
す
政
治
の
実
現
と
、
日
本

学
術
会
議
の
委
員
任
命
問
題
に
み
ら
れ
る
法

律
無
視
の
政
府
の
姿
勢
を
質
す
場
と
な
っ
た
。

　

立
憲
野
党
や
市
民
団
体
、
個
人
か
ら
、
菅

政
権
の
政
治
姿
勢
を
批
判
す
る
発
言
が
続
き
、

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
政
権
交
代
を
実
現
し

よ
う
と
の
訴
え
に
、
共
感
の
声
が
大
き
く
響

く
行
動
と
な
っ
た
。

　

昨
晩
か
ら
の
雨
が
あ
が
り
、
少
し
肌
寒
く
感

じ
る
陽
気
と
な
っ
た
一
一
月
三
日
、‘
憲
法
が
生

き
る
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
の
実
現`

を
掲
げ
た
「
平

和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！
一
一
・
三
大
行
動
」
が
、

三
〇
〇
〇
人
の
市
民
・
労
働
者
が
国
会
議
事
堂

正
門
前
に
結
集
す
る
も
と
で
開
催
さ
れ
た
。

　

菅
政
権
の
政
治
姿
勢
が
、
安
倍
前
政
権
の
引

き
写
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
国
民
を
抑
圧

す
る
独
裁
色
の
強
い
装
い
を
鮮
明
に
す
る
中

で
、
一
年
以
内
に
行
わ
れ
る
総
選
挙
に
お
い
て

菅
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
み
、
立
憲
野
党
に
よ

る
政
権
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
市
民
・
労
働
者

が
気
勢
を
上
げ
た
。
折
し
も
一
一
月
三
日
は
、

強
め
お
互
い
に
奮
闘
し
ょ
う
。
と
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。

続
い
て
、鎌
田
事
務
局
長
か
ら
運
動
方
針
（
案
）

が
提
起
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
最

後
に
、
松
川
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
に
て
散

会
し
た
。

引
き
続
き
、
鎌
田
委
員
長
が
事
務
局
長
に
、

横
倉
政
治
部
長
が
事
務
局
次
長
に
再
任
さ
れ
た
。

募集しています！

★ 締め切り ★
１月末

積極的な応募を！



国
労
東
京

　
議
員
団
総
会
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工
務
協
定
期
委
員
会

国
労
東
京
議
員
団
は
、
一
一
月
二
〇
日
東
京

地
本
会
議
室
に
於
い
て
二
〇
二
〇
年
議
員
団
総
会

を
開
催
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
、
議
員
団
長
の
青
山
秀
雄
昭
島
市
議
、
事
務

局
長
の
河
野
達
男
新
宿
区
議
、
Ｏ
Ｂ
幹
事
の
佐
藤

洋
二
さ
ん
の
三
名
が
出
席
を
し
た
。

議
員
団
総
会
は
、
河
野
達
男
事
務
局
長
の
司

会
で
始
ま
り
、
青
山
秀
雄
議
員
団
長
の
あ
い
さ
つ

を
受
け
た
後
、
地
方
本
部
か
ら
石
井
書
記
長
の
情

勢
と
国
労
東
京
の
組
織
拡
大
の
報
告
、
今
後
の
組

織
問
題
な
ど
の
提
起
が
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
二
〇
一
九
年
度
の
経

過
と
会
計
報
告
、
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
度
の
活

動
方
針
、
予
算
の
提
案
を
受
け
、
討
論
・
採
決

と
な
っ
た
。

続
い
て
出
席
者
か
ら
、
地
域
で
の
活
動
報
告

や
、
Ｊ
Ｒ
内
の
労
働
組
合
の
現
状
や
、
安
全
問
題

等
の
質
問
が
出
さ
れ
、
引
き
続
き
、
国
労
東
京
と

の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

総
会
は
終
了
し
た
。

一
二
月
六
日
、
東
京
地
方
本
部
会
議
室
に
お

い
て
、
第
三
四
回
東
京
工
務
協
定
期
委
員
会
が
開

催
さ
れ
た
。

打
越
議
長
は
、「
Ｊ
Ｒ
会
社
全
体
に
言
え
る
事

だ
が
、
要
員
が
足
り
て
い
な
い
。
技
術
継
承
は
す

す
ん
で
い
な
い
。
組
合
員
は
高
齢
化
が
進
み
、
組

織
は
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
組
織
拡
大
は
最
大
の

課
題
で
あ
る
と
も
に
、
国
労
運
動
の
継
承
の
為
に

工
務
協
と
し
て
も
最
大
限
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
」
等
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

討
論
の
中
で
は
、「
メ
ン
テ
見
直
し
以
降
業
務

量
が
増
加
し
て
い
る
」「
技
術
継
承
が
進
ん
で
い

な
い
。
若
手
は
研
修
や
講
習
会
ま
た
業
務
研
究
な

ど
で
研
修
や
出
張
が
多
く
、
職
場
に
い
る
事
が
少

な
い
。
こ
れ
で
は
技
術
は
伝
え
ら
れ
な
い
」「
他

系
統
の
職
種
と
同
様
に
委
託
化
が
す
す
ん
で
い
る
。

会
社
は
新
た
な
合
理
化
施
策
を
考
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」「
コ
ロ
ナ
渦
に
お
い
て
、
不
安
を
抱
え
な

が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
」「
全
体
的
に
言
え
る
こ
と

だ
が
、
特
に
超
勤
が
若
手
社
員
に
多
い
。
現
場
に
出

る
事
が
少
な
く
、
現
場
が
充
分
に
把
握
出
来
て
い
な

い
の
に
修
繕
計
画
等
を
担
当
し
て
お
り
、
必
然
的
に

超
勤
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
」「
最
近
若

年
退
職
が
増
え
て
い
る
。
二
名
の
女
性
社
員
も
相
次

い
で
退
職
し
て
い
る
」
等
様
々
な
意
見
や
取
り
組

み
・
職
場
の
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

議
長
集
約
で
は
、「
各
職
場
で
委
託
・
合
理
化
が

進
行
し
要
員
は
減
少
し
て
い
る
。
少
な
い
要
員
の

な
か
で
業
務
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
工
務
協
は
、
職
場
の
問
題
点
を
し
っ
か
り

と
捉
え
、
現
場
の
声
を
こ
れ
か
ら
の
運
動
に
生
か

し
、
組
織
拡
大
・
労
働
条
件
改
善
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
集
約
が
さ
れ
、
最
後
に
清
水

新
議
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
委
員
会
を
終

了
し
た
。

交通事故

医療事故
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国労東京

よろず相談

随時相談をご利用下さい。
国労東京地本事務所への電話連絡、もしくは直接弁護士に連絡して、日程をご相
談下さい。（※相談料：初回30分無料）国労東京地本事務所の電話番号は、０３－３
８０６－９２６１です。各弁護士事務所の電話番号は裏面を参照してください。

国労弁護団による無料法律相談

労働問題
パワハラ
セクハラ

近隣トラ
ブル夫婦関係

遺産相続
借金問題

国労東京地方本部 東京都荒川区西日暮里2－55－1
（鉄）054-2535/Fax2547（公）03-3806-9261/Fax9263

問い合わせ先

「コロナ禍でお困りのことはありませんか？」

お気軽にご相談下さい。

定例相談日と日程が合
わない・すぐに相談したい
➡支部・地区本部へ連絡

地本が事務所・日程の
調整・手配をする➡直接
弁護士に電話予約も可

支部・地区本部から、相談
内容要旨と希望事務所を
地本に連絡

佐藤 誠一（さとう せいいち）＜国労弁護団＞
東京南部法律事務所（最寄駅 蒲田駅）

大田区蒲田５－１５－８蒲田月村ビル４階
℡０３－３７３６－１１４１

鴨田 哲郎（かもた てつお）＜国労弁護団/地本顧問＞

旬報法律事務所（最寄駅 有楽町駅）

千代田区有楽町１－６－８松井ビル６F

℡０３－３５８０－５３１１

高木 太郎（たかき たろう）＜国労弁護団/地本顧問＞

埼玉総合法律事務所（最寄駅 浦和駅）
さいたま市浦和区岸町７丁目１２－１東和ビル４階
℡０４８－８６２－０３５５

村上 一也（むらかみ かずや）＜国労弁護団＞
東京共同法律事務所（最寄駅 新宿御苑前駅）

新宿区新宿１－１５－９ さわだビル５階
℡０３－３３４１－３１３３
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国
労
東
京
無
料
法
律
相
談
随
時
相
談
の
流
れ

あいさつする打越議長


